
北の峰病院
精神科・神経科

富良野市中御料2062番地
TEL：0167‐22‐2011

介護老人保健施設博寿苑
入所・短期入所
通所リハビリテーション
赤平市平岸新光町2丁目4番地
TEL：0125‐37‐2001

平岸クリニック
精神科・神経科・心療内科・内科
リハビリテーション科・デイケア・ナイトケア
赤平市平岸新光町1丁目1番地
TEL：0125‐38‐8393

共同生活援助事業所グループホーム博友荘
入居による生活援助

赤平市平岸新光町4丁目34番地
TEL：0125‐37‐2077

平岸病院
精神科・神経科・内科
神経内科・歯科・訪問看護
赤平市平岸新光町2丁目1番地
TEL：0125‐38‐8331

医療法人社団博友会は5つの施設で社会貢献しています

医療・看護・介護を通して
地域に貢献いたします

秋
2010年10月

［No.7］

Hakuyuka i‐Dayor i

ご自由にお持ち帰りください医療法人社団博友会 広報誌

アルコール依存症で
全身の臓器に
障害が現れます

西村 拓哉 医師
医療法人社団博友会 平岸病院 精神科
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いきいき
健康生活

西村 拓哉 医師
昭和46年 岩見沢市生まれ

平成14年 秋田大学医学部卒業

平成14年 秋田大学医学部大学院

 札幌医科大学付属病院 精神神経科

平成20年 三笠市立病院研修医

平成22年 平岸病院精神科勤務

医療法人社団博友会
平岸病院 精神科

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
す
ぎ
る
と
肝
臓
を
悪
く
す
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

心
臓
や
脳
神
経
の
病
気
の
原
因
に
な
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
の
患
者
さ
ん
は
10
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
と
幅
広
く
、
高
齢
社
会
と
な
っ
た
近

年
は
高
齢
者
の
患
者
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

強
く
て
も
弱
く
て
も

飲
酒
を
続
る
と
依
存
症
に

　

正
常
な
大
量
飲
酒
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
違
い
は
、「
ア
ル
コ
ー
ル
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
飲
む
こ
と
が
で
き
る
か
、
で
き
な
い

か
」
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
診
断
は

「
毎
日
飲
む
」「
飲
酒
の
時
間
や
場
所
が
社
会

基
準
か
ら
外
れ
て
く
る
」「
隠
れ
飲
み
を
す

き
っ
か
け
で
飲
酒
が
習
慣
化
し
、
そ
の
ま
ま

飲
み
続
け
て
い
る
と
飲
む
こ
と
以
外
考
え
ら

れ
な
く
な
り
、
身
体
も
人
間
関
係
も
壊
れ
て

い
き
ま
す
。

アルコール依存症で
全身の臓器に
障害が現れます

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
長
期
大
量
飲
酒
に
よ
っ
て

生
じ
る
身
体
の
病
気
に
は
、「
ア
ル
コ
ー
ル

が
直
接
作
用
し
て
起
こ
る
も
の
」「
栄
養
不

良
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
」
が
あ
り
ま
す
。

肝
臓
に
障
害
が
生
じ
る
の
は
有
名
で
す
が
、

そ
の
他
に
も
膵
臓
、
胃
腸
、
心
臓
、
脳
・
神
経
・

筋
肉
、
骨
、
ホ
ル
モ
ン
や
生
殖
機
能
な
ど
全

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
っ
て

生
じ
る
身
体
の
病
気

身
の
臓
器
に
問
題
が
出
て
き
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
が
切
れ
る
と
、
手
や
全
身
の

ふ
る
え
、
不
眠
、
焦
燥
感
、
幻
聴
、
幻
覚
な

ど
の
症
状
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
飲
む
と

消
失
す
る
た
め
飲
酒
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
患
者
さ
ん
は
、「
意

思
が
弱
く
、
常
識
が
な
い
」
と
非
難
さ
れ

ま
す
が
、
そ
れ
は
病
気
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で

あ
っ
て
、
個
人
の
人
格
と
は
別
な
も
の
と
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

る
」
な
ど
の
行

動
が
目
安
に
な

り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
や

失
業
、
死
別
や

離
婚
な
ど
が

治
療
は
断
酒
の
手
助
け
を
医
療
的
に
行
う
も

の
で
す
。家
族
の
理
解
や
協
力
も
必
要
で
す
。

本
人
が
受
診
し
た
が
ら
な
い
と
き
は
、ま
ず
、

家
族
が
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

肝臓だけではありません

【
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
予
防
】

●
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
飲
む

●
つ
ま
み
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
飲
む

●
１
週
間
に
1
日
か
2
日
は
断
酒
す
る

脳神経障害

弱視

心筋症

肝障害
すい炎

糖尿病

胃腸障害
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地域医療を
支える

仲間たち

肺
が
ん
診
療
で

最
先
端
医
療
を
提
供

　

札
幌
南
三
条
病
院
は
、
肺
が
ん
診
療
を
中

心
に
し
た
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
肺
が

ん
の
手
術
症
例
数
は
北
海
道
で
も
っ
と
も
多

く
、
日
本
で
初
め
て
胸
腔
鏡
手
術
を
行
っ
た

病
院
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

胸
腔
鏡
手
術
は
、
体
へ
の
負
担
が
少
な
い

肺
が
ん
の
最
先
端
手
術
で
す
。
胸
に
小
さ
な

穴
を
数
カ
所
開
け
、
カ
メ
ラ
が
つ
い
た
胸
腔

鏡
や
電
気
メ
ス
を
入
れ
て
病
巣
を
切
り
取
り

ま
す
。
胸
を
開
か
な
い
の
で
、
体
の
負
担
が

少
な
く
回
復
が
早
い
こ
と
が
利
点
で
す
。

　

西
田
憲
策
理
事
長
は
「
胸
腔
鏡
手
術
は
手

術
後
の
痛
み
が
少
な
い
ば
か
り
か
、
1
週
間

ほ
ど
で
退
院
で
き
ま
す
。
カ
メ
ラ
で
胸
の
中

を
見
な
が
ら
、
特
殊
な
手
術
機
器
を
使
っ
て

操
作
を
行
う
こ
と
か
ら
、
熟
練
し
た
手
技
が

必
要
で
す
が
、
当
院
に
は
専
門
医
や
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
い
ま
す
」
と
最
先
端
治
療

に
自
信
を
見
せ
ま
す
。

　

通
院
治
療
が
可
能
な
化
学
療
法
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
ほ
か
、
北
海
道
が
ん
セ
ン
タ
ー

（
札
幌
市
白
石
区
）
と
の
連
携
で
放
射
線
照

射
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

肺
が
ん
は

禁
煙
と
早
期
発
見
が
大
切

　

北
海
道
の
女
性
の
喫
煙
率
は
、
38
年
連
続

で
日
本
一
。
5
人
に
1
人
が
喫
煙
し
て
い
ま

す
。「
肺
が
ん
の
発
生
率
は
年
齢
と
共
に
高

く
な
る
の
で
す
が
、
北
海
道
で
は
今
後
さ
ら

に
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
肺
が

ん
の
初
期
は
自
覚
症
状
が
な
い
の
で
、
タ
バ

コ
を
吸
う
人
は
必
ず
年
1
回
は
肺
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
す
。

　

同
院
で
は
、「
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

誰
も
が
最
先
端
の
医
療
を
必
要
に
応
じ
て
受

け
る
権
利
が
あ
る
」
と
の
指
針
か
ら
、
病
診

連
携
の
窓
口
に
な
る
地
域
医
療
科
に
ベ
テ
ラ

ン
の
看
護
師
を
配
置
。
全
道
各
地
の
医
療
機

関
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
の
状

診療時間／午前　9:00～ 12:00
　　　　　午後 13:30 ～ 17:00
休 診 日／日祝・年末年始
〒060‐0063
札幌市中央区南3条西6丁目4‐2
電話 011‐233‐3711（代表）
■診察に関するお問い合せ
　電話 011‐233‐3010
　（地域連携室）

札幌南三条病院

西田 憲策理事長

診療科／呼吸器内科・呼吸器外科・内科・消化器内科・麻酔科・放射線科・脳神経外科・健診センター
病床数／99床

医療法人社団
北海道恵愛会

医
療
法
人
社
団
博
友
会
で
は
、
札
幌
南
三
条

病
院
に
呼
吸
器
関
連
の
精
密
検
査
を
依
頼
し

て
い
ま
す
。
ド
ッ
ク
や
検
査
を
ご
希
望
の
方

は
、受
付
や
担
当
医
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

態
を
適
切
に
判
断
し
、
速
や
か
に
精
密
検
査

を
行
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
が
ん
の
診

断
に
有
効
な
医
療
機
器
Ｐ
Ｅ
Ｔ
や
高
分
解
能

Ｃ
Ｔ
を
有
効
活
用
し
、肺
が
ん
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

医
療
法
人
社
団
博
友
会
で
は
、

他
の
医
療
機
関
と
積
極
的
に
連
携
・
協
力
し
、

よ
り
質
の
高
い
医
療
を
患
者
さ
ん
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

がんの早期発見に力を発揮するPET

高分解能CT

診察室
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音
楽
療
法
と
は
、
音
楽
に
よ
っ
て
、

心
身
の
障
害
の
回
復
、
機
能
の
維
持
改

善
、
生
活
の
質
の
向
上
、
行
動
の
変
容

な
ど
な
ど
を
目
指
す
治
療
法
で
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
博
寿
苑
で
は
、

今
年
か
ら
、
北
翔
大
学
の
岡
元
眞
理
子

教
授
を
招
き
、
音
楽
療
法
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
介
護
老
人
保
健
施
設

博
寿
苑
で
実
施
し
て
い
る
音
楽
療

法
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

人
間
の
あ
た
た
か
な
声
が
「
心

を
一
番
癒
す
」
と
考
え
、
音
楽
療

法
で
は
、懐
か
し
い
唱
歌
や
童
謡
、

歌
謡
曲
な
ど
を
マ
イ
ク
を
使
わ
ず

に
独
唱
し
た
り
、
入
所
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
歌
っ
た
り
し
ま
す
。

　

音
楽
を
楽
し
ん
で
い
る
間
は
心

地
よ
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
曲
を

初
め
て
聴
い
た
と
き
の
情
景
や
一

緒
に
聴
い
て
い
た
人
と
の
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
懐
か
し
い
感
情

音楽療法士・声楽家岡元眞理子先生

と
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
安
心
感
が
脳

に
良
い
刺
激
を
与
え
る
の
で
す
。

　

声
楽
家
と
し
て
医
療
施
設
で
の

慰
問
活
動
は
、
30
年
ほ
ど
前
か
ら

続
け
て
い
ま
す
が
、
音
楽
療
法
士

と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
。

音
楽
を
通
し
て
入
所
メ
ン
バ
ー
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
、
一
人
ひ
と

り
の
心
を
癒
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

音
楽
は
感
情
を
誘
い
起
こ
し

脳
に
良
い
刺
激
を
与
え
ま
す

博寿苑

音楽で心を癒す

音楽療法

介護老人保健施設

会場は博寿苑4階のレクレーションルーム。歌声が響くと入所メンバーから拍手が沸き上がりました

北翔大学生涯学習システム学部学習コーチング学科教授

【プロフィール】
昭和 49年 国立音楽大学音楽学部演奏科声楽専攻卒業
平成  6 年 北海道女子短期大学 非常勤講師
平成  9 年 北海道ハイテクノロジー専門学校非常勤講師
平成  9 年 北海道女子大学非常勤講師
平成 12年 北海道浅井学園大学
  生涯学習システム学部芸術メディア学科教授
平成 18年 北翔大学生涯学習システム学部
  学習コーチング学科教授
学位：芸術学士・音楽学士・音楽療法修士
資格等：音楽療法協会認定ミュージックセラピスト（音楽療法士）
所属学会：二期会会員（全国）、北海道国際音楽交流協会、日本
音楽療法協会会員、日本声楽発声学会、日本音楽教育学会
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北
の
峰
病
院
で
7
月
31
日
、
札
幌
医
科
大

学
夏
季
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
総
勢
50
人
。
会
場
と
な
っ
た
作

業
療
法
室
大
ホ
ー
ル
に
、
札
幌
医
科
大
学
教

授
、
准
教
授
、
教
室
員
、
同
門
会
員
、
精
神

科
を
志
す
研
修
医
、
学
生
、
心
理
士
、
外
国

人
医
師
ら
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

札
幌
医
科
大
学
神
経
精
神
医
学
教
室
・

佐
々
木
竜
二
副
教
室
長
の
開
会
挨
拶
に
続

き
、
北
の
峰
病
院
・
久
保
昌
己
院
長
が
歓
迎

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
5
人
の
医
師
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
、
当
法
人
谷
博
理
事
長
は
、
自
身
の

生
誕
か
ら
、
医
師
と
し
て
平
岸
病
院
で
地

域
医
療
に
打
ち
込
む
昭
和
40
年
代
ま
で
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
秘
話
を
交
え
て
紹
介
。「
40
年

代
以
降
の
回
顧
録
の
続
き
は
来
年
の
交
流
会

で
」
と
参
加
者
と
約
束
を
交
わ
し
、
講
演
会

を
閉
め
ま
し
た
。

　

札
幌
医
科
大
学
神
経
精
神
医
学
教
室
・
斎

藤
利
和
教
授
に
よ
る
閉
会
挨
拶
の
後
は
、
会

場
を
レ
ス
ト
ラ
ン
北
峯
舎
に
移
し
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
花
火
な
ど
を
楽
し
む
懇
親
会
を
行

い
ま
し
た
。

北の峰病院

札幌医科大学
夏季交流会を
開催

「
ふ
る
さ
と
」
を
身
振
り
手
振
り
を

交
え
な
が
ら
参
加
者
と
一
緒
に
歌
っ

た
後
は
、
昭
和
32
年
に
大
ヒ
ッ
ト
し

た
流
行
歌
「
東
京
バ
ス
ガ
ー
ル
」
の

独
唱
を
伸
び
の
あ
る
優
し
い
声
で
披

露
し
ま
し
た
。
歌
う
こ
と
が
で
き
な

い
入
所
メ
ン
バ
ー
も
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

合
わ
せ
て
小
さ
く
頭
を
動
か
し
、
中

に
は
涙
を
ぬ
ぐ
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
歌
い
終
え
た
岡
元
音

楽
療
法
士
の
手
を
握
り
な
が
ら
、「
楽

し
か
っ
た
」「
先
生
あ
り
が
と
う
」「
ま

た
来
て
く
だ
さ
い
」
と
感
謝
の
言
葉

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

2
回
目
の
音
楽
療
法
が
9
月
22
日

に
博
寿
苑
で
実
施
さ
れ
、
博
寿
苑
入

所
メ
ン
バ
ー
と
デ
イ
ケ
ア
利
用
者
か

ら
集
ま
っ
た
40
人
あ
ま
り
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

音
楽
療
法
の
実
施
は
3
カ
月
振
り

の
開
催
と
あ
っ
て
、
心
待
ち
に
し
て

い
た
参
加
者
か
ら
は
「
早
く
始
め
ま

し
ょ
う
よ
」
と
元
気
の
良
い
催
促
の

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

博
寿
苑
の
音
楽
療
法
を
担
当
し
て

い
る
の
は
、
札
幌
在
住
の
声
楽
家
で

音
楽
療
法
士
の
岡
元
眞
理
子
さ
ん
。

「
ど
こ
か
で
春
が
」「
瀬
戸
の
花
嫁
」

9
月
22
日

博
寿
苑
で
2
回
目
の
音
楽
療
法

伴奏の電子ピアノ演奏は北翔大学芸術メディア
学科の4年生寺村祐太さん

振りを付けながら参加者と一緒に歌いました

講演する谷理事長

学生たちは、現役医師の臨床現場の話に熱心に耳を傾けました
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博友会物語⑥
地
域
の
医
療
を
守
る

医
療
法
人
に

水
道
が
病
院
に
や
っ
て
き
た
！

　

昭
和
39
年
春
、
待
ち
に
待
っ
た
水
道
が
病

院
に
や
っ
て
き
ま
す
。
赤
平
に
は
水
道
工
事

を
請
け
負
う
業
者
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
職

員
と
患
者
さ
ん
が
協
力
し
な
が
ら
、
水
道
を

引
く
た
め
の
配
管
工
事
を
少
し
ず
つ
進
め
て

き
ま
し
た
。
私
設
屋
内
水
道
に
本
管
を
接
続

し
、
蛇
口
か
ら
金
気
臭
の
な
い
水
が
ほ
と
ば

し
る
の
を
見
た
と
き
は
、
職
員
も
患
者
さ
ん

も
思
わ
ず
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。
私
も
「
良

質
の
水
が
あ
っ
て
こ
そ
、病
院
が
機
能
す
る
」

と
嬉
し
く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

病
院
に
は
日
常
的
に
職
員
と
患
者
さ
ん
が

協
力
し
合
う
場
面
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

共
に
体
を
使
っ
て
力
を
あ
わ
せ
な
が
ら
、
劣

悪
な
環
境
を
乗
り
越
え
る
と
い
う
貴
重
な
体

験
が
、
病
院
を
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
発

展
・
充
実
さ
せ
る
資
産
に
な
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

改
修
工
事
と
法
人
化

　

昭
和
40
年
4
月
1
日
、
院
長
に
就
任
し
た

私
に
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
こ
れ

か
ら
の
精
神
病
院
は
、
近
代
的
で
科
学
的
な

医
療
を
提
供
し
、
患
者
さ
ん
と
家
族
に
安
心

と
満
足
を
与
え
る
存
在
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
病
院
施
設
の
環
境
整
備

と
法
人
化
が
急
務
で
あ
る
」
と
い
う
方
針
を

職
員
へ
示
し
ま
し
た
。
法
人
化
す
れ
ば
、
社

会
的
信
用
が
高
ま
る
た
け
で
な
く
、
資
金
調

達
や
医
療
機
器
購
入
、
事
業
の
展
開
や
継
続

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

　

念
願
だ
っ
た
「
燃
え
な
い
病
院
」
に
す
る

た
め
の
第
1
次
改
修
工
事
は
、
昭
和
41
年
10

月
に
終
了
。
そ
の
後
、
木
田
事
務
長
と
と
も

に
病
院
を
法
人
化
す
る
準
備
を
す
す
め
ま
し

た
。
病
床
数
が
1
7
3
床
に
な
っ
た
昭
和
43

年
4
月
1
日
、
法
人
設
立
が
許
可
さ
れ
、
平

岸
病
院
は「
医
療
法
人
博
友
会　

平
岸
病
院
」

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

【
次
号
に
続
く
】

医療法人社団博友会 理事長 谷 博

週
1
回
の
声
か
け
活
動

　
「
平
岸
地
区
に
住
む
高
齢
者
が
孤
立
し
な

い
よ
う
に
」
と
、
地
域
住
民
に
よ
る
「
み
ま

わ
り
隊
」（
代
表
：
医
療
法
人
社
団
博
友
会
・

谷
博
理
事
長
）
が
、
平
成
21
年
5
月
に
誕
生

し
ま
し
た
。

　

み
ま
わ
り
隊
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
町
内

会
長
や
民
生
児
童
委
員
、
ひ
ら
ぎ
し
薬
局
、

平
岸
マ
ー
ト
、
平
岸
病
院
の
職
員
（
仙
田
哲

夫
事
務
長
、
谷
寛
治
事
務
次
長
、
藤
平
洋
志

看
護
部
長
、
玉
堀
理
恵
看
護
部
長
）
な
ど
22

人
。
2
、
3
人
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
平
岸

で
独
り
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
高
齢
者
宅
を

週
に
1
回
訪
問
し
、
安
否
確
認
や
困
り
ご
と

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
吹
雪

時
の
通
院
や
除
雪
な
ど
の
要
望
に
応
え
ま
し

た
。

一
目
で
分
か
る
ジ
ャ
ン
バ
ー
を
着
用

　

メ
ン
バ
ー
は
、
み
ま
わ
り
隊
の
活
動
を

よ
り
多
く
の
地
域
住
民
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
赤
平
市
の
助
成
金
を
受
け
て
今
年
8
月

に
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ャ
ン
バ
ー
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
中
心
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
で
平
岸

病
院
の
仙
田
哲
夫
事
務
長
は
、「
地
域
の
高

齢
者
に
頼
り
に
さ
れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と

平岸地区
住民生活支援事業

単身高齢者の困りごとは
「みまわり隊」に
お任せください

思
っ
て
い
ま

す
。
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ

ば
、
お
気
軽

に
電
話
を
く

だ
さ
い
」
と

話
し
て
い
ま

す
。

みまわり隊オリジナルジャンバーについて
説明する仙田事務長

みまわり隊事務所
（平岸病院内）

電話：0125‐38‐8331
担当：仙田、谷


